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小
稿
は
、
固
原
漆
棺
の
孝
子
伝
図
を
紹
介
、
そ
の
内
容
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
固
原
漆
棺
の
孝
子
伝
図
と
い
う
の
は
、

寧
夏
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
に
描
か
れ
た
孝
子
伝
図
を
差
し
、
か
ね
て
よ
り
世
界
的
に
名
高
い
、
孝
子
伝
図
研
究
の
一
級
資
料
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
の
全
貌
は
、
未
だ
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
具
体
的
な
図
像
の
知
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
孝
子
伝
図
研
究
史
に
と
っ

て
、
一
大
痛
恨
事
と
す
べ
き
事
柄
で
あ
っ
た
。
私
が
固
原
漆
棺
の
孝
子
伝
図
の
存
在
に
気
付
い
た
の
は
、
一
九
九
七
年
頃
、
東
野
治
之
氏

の
教
示
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
以
来
、
何
と
か
原
図
の
実
見
や
撮
影
を
願
っ
て
い
た
所
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
の
趙
超
教
授
の

紹
介
に
よ
り
、
寧
夏
文
物
考
古
研
究
所
長
、
羅
豊
教
授
の
知
遇
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
羅
豊
氏
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
私
は

二
〇
〇
〇
年
九
月
、
二
〇
一
一
年
九
月
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
二
〇
一
四
年
三
月
の
四
次
に
亙
っ
て
、
固
原
漆
棺
を
調
査
す
る
こ
と
が
出
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来
た
。
初
回
時
に
は
羅
豊
氏
の
都
合
が
付
か
ず
、
氏
に
お
会
い
出
来
た
の
は
、
確
か
二
回
目
の
二
〇
一
一
年
九
月
六
日
の
こ
と
と
記
憶
し

て
い
る
。
そ
の
折
、
氏
か
ら
固
原
漆
棺
に
描
か
れ
た
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
の
解
説
論
文
を
書
く
よ
う
、
正
式
な
依
頼
を
受
け
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
望
外
の
、
ま
た
、
何
よ
り
光
栄
な
話
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
拙
稿
「
寧
夏
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
の
孝
子
伝
図
」
（
孫
彬
氏
訳
）

を
氏
に
提
出
し
た
が
（
未
刊
）
、
小
稿
は
、
そ
れ
で
な
い
。
小
稿
は
ま
ず
、
日
本
と
言
う
よ
り
世
界
に
先
駆
け
て
、
固
原
漆
棺
に
描
か
れ
た

全
孝
子
伝
図
の
正
確
な
紹
介
、
報
告
を
目
差
す
も
の
で
、
且
つ
、
三
回
目
の
調
査
（
二
〇
一
三
年
）
以
降
、
現
在
（
二
〇
二
二
年
）
ま
で

の
十
年
間
に
お
け
る
、
著
し
い
北
魏
時
代
の
孝
子
伝
図
の
研
究
の
進
展

│
特
に
呉
氏
蔵
品
の
出
現
を
め
ぐ
る
（
後
述
）

│
の
中
、
固

原
漆
棺
の
そ
れ
が
、
一
層
重
要
且
つ
、
新
た
な
学
術
価
値
を
帯
び
つ
つ
あ
る
状
況
を
踏
ま
え
、
そ
の
再
評
価
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
前
稿
と
の
重
複
を
最
小
限
に
抑
え
、
可
能
な
限
り
最
新
の
情
報
を
盛
り
込
む
こ
と
に
努
め
た
。
調
査
が
十
五
年
間
、

四
次
に
も
及
ん
だ
の
は
、
孝
子
伝
図
の
撮
影
が
固
原
博
物
館
の
倉
庫
と
い
う
、
圧
倒
的
な
光
量
不
足
下
の
も
の
だ
っ
た
た
め
で
、
加
え
て
、

カ
メ
ラ
の
側
の
フ
ィ
ル
ム
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
と
い
う
、
時
代
の
変
化
も
挟
ん
で
、
三
回
分
が
失
敗
に
帰
し
た
。
満
足
の
行
く
結
果
が
得
ら

れ
た
の
は
、
四
回
目
に
当
た
る
二
〇
一
四
年
三
月
の
こ
と
で
あ
り
今
般
、
図
版
と
挿
図
に
用
い
た
の
が
、
そ
の
折
の
図
像
デ
ー
タ
に
外
な

ら
な
い
。
人
文
学
の
基
礎
研
究
に
あ
っ
て
、
原
物
調
査
と
い
う
段
階
は
、
分
野
を
問
わ
ず
、
不
可
欠
な
作
業
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
次
の

二
〇
一
三
年
三
月
の
折
は
、
羅
豊
氏
が
漆
棺
の
出
土
し
た
雷
祖
廟
村
へ
案
内
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
帰
途
か
と
思
う
が
（
一
次
の
折
で
あ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
）
、
地
元
の
線
香
屋
の
店
先
に
古
雑
誌
が
積
ん
で
あ
っ
て
、
『
寧
夏
文
物
』
の
名
が
目
に
留
ま
り
、
そ
の
四
号
に
張
莉
氏

「
北
魏
墓
漆
棺
画
的
保
護
与
修
復
」
が
載
っ
て
い
る
の
に
驚
い
た

）
1
（

。
売
物
か
と
聞
く
と
、
そ
う
だ
と
い
う
話
で
、
何
十
円
（
日
本
円
）
か
で

買
う
こ
と
が
出
来
た
。
そ
の
貴
重
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
で
触
れ
よ
う
。
そ
れ
も
含
め
、
調
査
の
面
白
い
点
は
、
現
物
を
見
な
け
れ
ば

分
か
ら
な
い
こ
と
が
、
多
々
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
例
え
ば
一
回
目
の
時
、
件
の
漆
棺
が
、
赤
紫
に
塗
ら
れ
た
現
代
の
木
棺
の
上
に
、
北
魏

時
代
の
漆
皮
を
貼
り
付
け
る
と
い
う
形
で
、
復
元
さ
れ
て
い
る
の
に
驚
か
さ
れ
た
。
そ
の
漆
皮
に
あ
ち
こ
ち
反
り
が
出
て
、
ス
ト
ロ
ボ
を
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使
う
と
白
く
光
っ
て
、
ど
う
し
て
も
巧
く
撮
影
出
来
な
い
の
で
あ
る
（
三
回
目
）
。
と
も
あ
れ
、
現
物
を
目
に
す
る
と
、
思
い
も
懸
け
な

か
っ
た
こ
と
が
よ
く
起
き
る
。
腰
が
抜
け
そ
う
な
程
、
私
を
驚
愕
さ
せ
た
一
事
を
紹
介
し
よ
う
。
固
原
漆
棺
に
、
舜
の
物
語
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
は
、
当
初
か
ら
承
知
し
て
い
た
。
そ
の
舜
の
物
語
の
中
に
、
か
つ
て
柳
田
国
男
が
継
子
の
井
戸
掘
り
と
命
名
し
た
、
継
母
が
舜

に
井
戸
を
浚
わ
せ
、
生
き
埋
め
に
し
て
し
ま
お
う
と
す
る
一
節
が
あ
る
。
問
題
は
、
そ
の
一
節
中
に
、
舜
が
横
穴
を
掘
る
時
間
を
稼
ぐ
べ

く
、
予
め
金
銭
を
用
意
し
て
、
泥
中
に
そ
れ
を
混
ぜ
、
欲
深
い
継
母
、
弟
に
拾
わ
せ
る
と
す
る
、
文
献
の
存
し
た
こ
と
で
あ
る
（
舜
子
変
、

太
平
記
）
。
私
を
ま
ず
驚
か
せ
た
の
は
、
本
漆
棺
の
舜
の
図
像
の
題
記
の
中
に
、
「
金
銭
」
の
文
字
が
は
っ
き
り
と
見
え
た
こ
と
で
あ
る

）
2
（

。

し
か
し
、
そ
の
金
銭
そ
の
も
の
の
図
像
が
あ
ろ
う
と
は
当
時
、
予
想
だ
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
見
し
た
固
原
漆
棺
に
は
、

題
記
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
図
像
ま
で
も
が
、
完
全
な
形
で
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
図
版
二
、
図
四
）
。
そ
の
こ
と
に
気
が
付
い
て
、
私

は
唯
々
、
唖
然
と
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
実
物
を
見
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
本
当
に

数
多
い
。
現
物
を
見
る
重
要
さ
を
、
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
一
事
で
あ
る
。

　

件
の
漆
棺
が
見
出
だ
さ
れ
た
、
固
原
北
魏
墓
の
発
見
自
体
は
、
早
く
一
九
七
三
年
夏
、
鉄
道
敷
設
に
伴
う
地
質
調
査
の
ボ
ー
リ
ン
グ
へ

と
溯
る
。
そ
の
後
、
一
九
八
一
年
の
水
路
拡
張
工
事
が
、
誤
っ
て
本
墓
の
上
に
及
び
、
先
の
ボ
ー
リ
ン
グ
穴
を
通
じ
て
、
大
量
の
水
が
墓

中
に
流
れ
込
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
漆
棺
の
木
棺
部
は
、
腐
朽
に
よ
り
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
剝
が
れ
落
ち
た
漆
皮
の
み
が
百
余
片
、
断
片
的

に
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
固
原
漆
棺
は
、
失
わ
れ
た
木
棺
を
新
調
し
て
赤
紫
に
彩
色
し
、
そ
の
上
に
漆
皮
を
貼
り
付
け
る
形
で
復

元
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
復
元
さ
れ
た
漆
棺
に
関
し
て
は
、
一
九
八
四
年
六
月
の
「
寧
夏
固
原
北
魏
墓
清
理
簡
報
」
（
『
文

物
』
84
・
6
）
な
ど
で
報
告
さ
れ
た
が

）
3
（

、
何
と
言
っ
て
も
、
北
魏
時
代
の
彩
色
漆
画
の
見
事
な
美
し
さ
で
世
界
を
驚
か
せ
た
の
は
、

一
九
八
八
年
に
寧
夏
人
民
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
、
『
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
』
で
あ
ろ
う

）
4
（

。
本
書
は
Ｂ
五
判
、
厚
さ
が
五
粍
に
も
満
た
な
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い
、
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
の
冊
子
な
が
ら
、
当
時
と
し
て
は
異
例
と
す
べ
き
、
精
細

な
カ
ラ
ー
図
版
を
惜
し
み
な
く
用
い
た
、
非
常
に
優
れ
た
書
物
で
、
復
元
さ
れ

た
現
代
の
木
棺
に
貼
り
付
け
る
以
前
の
、
発
掘
当
時
の
漆
棺
図
の
面
影
を
、
な

お
今
日
に
伝
え
続
け
る
と
い
う
点
で
、
学
術
書
と
し
て
の
価
値
を
保
ち
続
け
る

良
書
で
あ
る
。
本
漆
棺
の
制
作
年
代
は
、
北
魏
の
太
和
（
四
七
七

－
九
九
）
頃

と
さ
れ
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
書
に
は
、
殆
ど
の
孝
子
伝
図
の
原

図
が
、
カ
ラ
ー
で
収
め
ら
れ
、
私
が
舜
の
物
語
中
の
「
金
銭
」
文
字
を
見
出
だ

し
た
の
も
、
本
書
の
図
版
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
固
原
漆
棺
の
図
像
を

め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
復
元
時
に
見
事
な
摸
写
図
（
漆
棺
画
摸
本
）
も
製
作
さ

れ
、
本
書
の
原
図
集
に
は
欠
け
て
い
る
孝
子
伝
図
も
、
蔡
順
図
（
後
述
）
を
除

く
、
カ
ラ
ー
の
摸
写
図
中
に
、
全
て
収
録
さ
れ
て
い
る
（
但
し
、
遺
憾
な
こ
と

に
、
そ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
極
め
て
小
さ
い
た
め
、
題
記
等
を
読
み
取
る
こ
と

は
出
来
な
い
）
。
そ
の
摸
写
図
の
方
は
、
固
原
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る

（
当
時
）
。
さ
て
、
本
書
に
は
も
う
一
点
、
精
巧
な
線
描
に
よ
る
摸
写
図
（
漆
棺

画
線
描
図
）
が
二
枚
、
折
込
で
付
さ
れ
て
い
て
、
ま
ず
そ
の
内
の
本
漆
棺
左
右

の
側
板
の
図
を
使
い
、
本
漆
棺
に
描
か
れ
た
孝
子
伝
図
の
概
観
を
示
そ
う
。
図

一
は
、
本
漆
棺
の
両
側
板
の
線
描
図
を
掲
げ
た
も
の
で
（
上
が
左
側
板
、
下
が

右
側
板
）
、
本
漆
棺
の
孝
子
伝
図
は
、
両
側
板
の
第
１
層
に
描
か
れ
て
い
る

）
5
（

。

図一　本漆棺の孝子伝図（上、左側板。下、右側板）

2
＊

18
＊

13 24567891011

12 13 14 16 17 1815
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そ
の
孝
子
伝
図
は
、
黄
色
火
炎
紋
に
よ
る
三
角
形
の
山
型
を
区
切
り
と
し
（
孝
子
伝
図
の
み
）、
山
型
と
山
型
の
間
に
描
か
れ
た
も
の
と
も

捉
え
ら
れ
る
。
本
漆
棺
の
孝
子
伝
図
に
用
い
ら
れ
た
、
特
色
あ
る
こ
の
山
型
に
つ
い
て
は
そ
の
後
、
呉
強
華
氏
蔵
（
以
下
、
呉
氏
蔵
と
称
す

る
）
北
魏
石
脚
脚
部
の
孝
子
伝
図
（
郭
巨
図
。
後
述
）
の
区
切
り
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
以
下
、
郭
巨
石
脚
と
呼

ぶ
）。
図
二
は
、
本
漆
棺
の
山
型
（
上
）
と
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
の
山
型
（
下
）
の
区
切
り
を
示
し
た
も
の
で
あ
る

）
6
（

。
本
漆
棺
の
そ
れ
は
、
黄

色
の
火
炎
紋
、
郭
巨
石
脚
の
そ
れ
は
、
三
つ
の
岩
山
の
周
囲
に
銀
杏
の
木
と
い
う
、
意
匠
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
三
角
形
の
山
型

を
孝
子
伝
図
の
区
切
り
に
用
い
る
点
、
両
者
は
一
類
の
も
の
と
見
ら
れ
、
共
に
北
魏
時
代
の
孝
子
伝
図
の
特
徴
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
だ

か
ら
、
図
一
の
上
下
（
両
側
板
）
の
三
角
形
の
山
型
の
描
か
れ
て
い
る
部
分
が
、
本
漆
棺
の
側
板
の
第
１
層
、
即
ち
、
孝
子
伝
図
の
描
か
れ

て
い
る
部
分
と
な
る
が
、
例
え
ば
図
一
下
、
右
側
板
の
第
１
層
の
右
半
を
見
る
と
、
そ
こ
が
全
く
の
空
白
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ

る
よ
う
に
、
本
漆
棺
の
孝
子
伝
図
に
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
図
像
も
数
多
い
。
そ
こ
で
今
、
図
一
に
お
い
て
、
現
存
す
る
孝
子
伝
図
に
対

し
、
１

－

18
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
よ
る

通
し
番
号
を
付
け
た
（
そ
の
数
字
は
、

図
版
の
漢
数
字
〈
一

－

十
八
〉
と
一
致

さ
せ
て
あ
る
）。
そ
の
１

－
18
（
図
版

一

－

十
八
。
内
、
１

－

11
が
左
側
板

〈
左
幫
〉
に
、
12

－

18
が
右
側
板
〈
右

幫
〉
に
描
か
れ
る
）
の
孝
子
伝
図
の
内

容
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
な

お
２
＊
〈
２
の
右
半
〉
及
び
、
18
〈
18

図二　山型の区切り

（上、本漆棺。下、郭巨石脚）
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＊
〉
は
、
図
一
上
下
の
線
描
図
ま
た
、『
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
』
に
未
収
録
〈
後
述
〉
）
。

　
　

左
側
板
（
左
幫
）

　
　

1
（
図
版
一
）
舜
⑴　
　
　

2
（
図
版
二
）
舜
⑵

　
　

3
（
図
版
三
）
舜
⑶　
　
　

4
（
図
版
四
）
舜
⑷

　
　

5
（
図
版
五
）
舜
⑸　
　
　

6
（
図
版
六
）
舜
⑹

　
　

7
（
図
版
七
）
舜
⑺　
　
　

8
（
図
版
八
）
舜
⑻

　
　

9
（
図
版
九
）
郭
巨
⑴　
　

10
（
図
版
十
）
郭
巨
⑵

　
　

11
（
図
版
十
一
）
郭
巨
⑶

　
　

右
側
板
（
右
幫
）

　
　

12
（
図
版
十
二
）
伯
奇
⑴　
　

13
（
図
版
十
三
）
伯
奇
⑵

　
　

14
（
図
版
十
四
）
伯
奇
⑶　
　

15
（
図
版
十
五
）
丁
蘭
⑴

　
　

16
（
図
版
十
六
）
丁
蘭
⑵　
　

17
（
図
版
十
七
）
丁
蘭
⑶

　
　

18
（
図
版
十
八
）
蔡
順

本
漆
棺
の
孝
子
伝
図
は
、
「
画
面
為
横
巻
式
」
と
言
わ
れ
る
如
く

）
7
（

、
恰
も
画
巻
に
見
る
よ
う
な
形
式
で
描
か
れ
て
お
り
、
図
一
の
通
し
番
号

の
通
り
、
左
側
板
で
は
右
か
ら
左
（
1

↓

11
）
へ
、
右
側
板
で
は
左
か
ら
右
（
12

↓

17
、
18
）
へ
進
む
べ
く
配
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
漆

棺
本
体
か
ら
見
れ
ば
、
両
側
の
孝
子
伝
図
は
、
共
に
頭
側
か
ら
足
側
へ
降
る
方
向
と
な
る
（
18
蔡
順
図
は
現
在
、
左
側
板
1
舜
（
1
）
の

右
、
18
＊
に
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
孝
子
伝
図
の
基
づ
い
た
孝
子
伝
テ
キ
ス
ト
か
ら
考
え
て
、
後
漢
の
蔡
順
の
図
像
が
舜
の
そ
れ
に
先
立
つ

と
は
一
寸
考
え
難
い
の
で
、
今
仮
に
右
側
板
の
丁
蘭
図
〈
15

－

17
〉
の
右
、
18
の
位
置
に
移
し
て
あ
る
）
。
例
え
ば
図
一
に
見
る
、
本
漆
棺
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の
孝
子
伝
図
を
、
孝
子
伝
テ
キ
ス
ト
の
側
（
孝
子
名
の

上
の
ゴ
チ
ッ
ク
体
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
陽
明
本
、
船
橋
本

孝
子
伝
の
目
録
条
数
を
表
わ
す
）
か
ら
纏
め
る
と
、

　
　

左
側
板

　
　

1
舜
（
1

－

8
）
、
5
郭
巨
（
9

－

11
）

　
　

右
側
板

　
　

35
伯
奇
（
12

－

14
）
、
9
丁
蘭
（
15

－

17
）

　
　

11
蔡
順
（
18
）

の
五
孝
子
伝
図
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
以
下
、

図
版
一

－

十
八
（
図
一
、
1

－

18
）
の
五
孝
子
伝
図
を

概
説
す
る
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、
『
固
原
北
魏
墓
漆
棺

画
』
所
収
の
孝
子
伝
図
の
原
図
と
摸
写
図
の
収
録
状
況

を
一
瞥
し
、
図
版
一

－
十
八
と
の
関
係
を
一
覧
と
し
て

お
く
。
『
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
』
の
「
漆
棺
画
摸
本
・
原

件
」
（
内
表
紙
、
18
頁
分
）
は
、
本
漆
棺
の
摸
写
図
と
原

図
と
を
収
録
し
た
部
分
だ
が
（
カ
ラ
ー
）
、
頁
や
図
版
番

号
が
無
い
。
今
仮
に
、
そ
の
内
表
紙
の
裏
を
1
頁
、
次

頁
の
表
を
2
頁
、
そ
の
裏
を
3
頁
、
次
々
頁
の
表
を
4

表一　『固原北魏墓漆棺画』原図収録状況

原図 摸写図 備考
舜 （１） ９上 ４下 ５中 図版一
舜 （２） 10下 （左） ４下 （左）５中 （左） 図版二
舜 （３） ９下 10下 ４下 ５中 図版三
舜 （４） 10下 ４下 ５中 図版四
舜 （５） 12下 ５中 図版五
舜 （６） 10上 12下 ５中 図版六
舜 （７） 11下 13上 ５中 図版七
舜 （８） 11下 （右） 12上 （左） ５中 図版八

郭巨 （１） 12上 ５中 図版九
郭巨 （２） 11上 15上 ５中 図版十
郭巨 （３） 11上 15上 ５中 図版十一

伯奇 （１） 13下 ３下 ５下 図版十二
伯奇 （２） ３下 ５下 図版十三
伯奇 （３） ３下 ５下 図版十四

丁蘭 （１） ３下 ５下 図版十五
丁蘭 （２） ５下 図版十六
丁蘭 （３） ５下 図版十七

蔡順 図版十八
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頁
と
い
う
風
に
数
え
（
17
頁
ま
で
）
、
一
頁
の
図
版
の
位
置
を
上
（
中
）
下
と
捉
え
て
、
舜
⑴

－

蔡
順
（
図
一
、
1

－

18
）
十
八
図
の
原
図

と
摸
写
図
の
収
録
状
況
を
、
一
覧
と
し
た
も
の
が
表
一
で
あ
る
（
例
え
ば
、
9
上
は
、
9
頁
目
の
上
を
表
わ
し
て
い
る
）
。
ま
た
、
備
考
欄

に
、
図
版
一

－

十
八
と
の
関
係
を
示
し
た
の
で
、
併
せ
参
照
さ
れ
た
い
。
さ
て
、
表
一
を
見
る
と
、
『
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
』
に
収
め
ら
れ

る
、
本
漆
棺
の
孝
子
伝
図
の
原
図
は
、
舜
⑴

－

伯
奇
⑴
（
1

－

12
）
ま
で
の
十
二
図
で
あ
っ
て
、
伯
奇
⑵

－

蔡
順
（
13

－

18
）
の
六
図
は
、

収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
最
後
の
蔡
順
（
18
〈
18
＊
〉
）
に
至
っ
て
は
、
摸
写
図
に
さ
え
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず

（
舜
⑵
左
半
〈
2
＊
〉
も
同
じ
）
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ら
の
図
像
は
、
報
告
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

　
　
　
　

二

　

本
漆
棺
の
左
側
板
（
左
幫
）
の
第
１
層
、
1

－

8
に
描
か
れ
る
孝
子
伝
図
は
、
舜
の
物
語
を
題
材
と
し
た
舜
図
、
舜
⑴

－

⑻
（
図
版
一

－

八
）
の
八
図
で
あ
る
。
舜
図
の
基
づ
い
た
孝
子
伝
テ
キ
ス
ト
の
内
、
現
存
す
る
も
の
と
し
て
は
、
陽
明
本
、
船
橋
本
孝
子
伝
（
以
下
、

両
孝
子
伝
と
称
す
る
）
及
び
、
三
教
指
帰
成
安
注
所
引
の
逸
名
孝
子
伝
な
ど

）
8
（

、
三
つ
の
文
献
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
（
ま
た
、
参
考
と

す
べ
き
も
の
に
、
敦
煌
本
事
森
〈
か
つ
て
敦
煌
本
孝
子
伝
と
も
呼
ば
れ
た
〉
、
舜
子
変
が
あ
る
）
。
本
漆
棺
の
舜
図
を
概
説
す
る
に
当
た
っ

て
、
ま
ず
三
つ
の
孝
子
伝
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る

）
9
（

。

　
　

陽
明
本

　
　

 

帝
舜
重
花
、
至
孝
也
。
其
父
瞽

、
頑
愚
不
別
聖
賢
。
用
後
婦
之
言
、
而
欲
殺
舜
。
便い

使
上
屋
、
於
下
焼
之
。
乃
飛
下
、
供
養
如
故
。

又ろ

使
治
井
没
井
、
又
欲
殺
舜
。
々
乃
密
知
、
便
作
傍
穴
。
父
畢
以
大
石
塡
之
。
舜
乃
泣
東
家
井
出
。
因は

投
歴
山
、
以
躬
耕
種
穀
。
天に

下
大
旱
、
民
無
収
者
、
唯
舜
種
者
大
豊
。
其
父
塡
井
之
後
、
両
目
清
盲
。
至
市
就
舜
糴
米
、
舜
乃
以
銭
還
置
米
中
。
如
是
非
一
。
父

疑
是
重
花
。
借
人
看
朽
井
、
子
无
所
見
。
後
又
糴
米
、
対
在
舜
前
。
論
賈
未
畢
、
父
曰
、
君
是
何
人
、
而
見
給
鄙
。
将
非
我
子
重
花
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耶
。
舜
曰
、
是
也
。
即
来
父
前
、
相
抱
号
泣
。
舜
以
衣
拭
父
両
眼
、
即
開
明
。
所
謂
為
孝
之
至
。
尭ほ

聞
之
、
妻
以
二
女
、
授へ

之
天
子
。

故
孝
経
曰
、
事
父
母
孝
、
天
地
明
察
、
感
動
乾
霊
也
。

　
　

船
橋
本

　
　

 

舜
字
重
花
、
至
孝
也
、
其
父
瞽

、
愚
頑
不
知
凡
聖
。
爰
用
後
婦
言
、
欲
殺
聖
子
。
舜い

或
上
屋
、
叟

（
聖
）

取
橋
、
舜
直
而
落
如
鳥
飛
。
或ろ

使
掘
深
井
出
。
舜
知
其
心
、
先
掘
傍
穴
、
通
之
隣
家
。
父
以
大
石
塡
井
。
舜
出
傍
穴
、
入は

遊
歴
山
。
時に

父
塡
石
之
後
、
両
目
精
盲
也
。

舜
自
耕
為
事
。
于
時
天
下
大
旱
。
黎
庶
飢
饉
、
舜
稼
独
茂
。
於
是
糴
米
之
者
如
市
。
舜
後
母
来
買
。
然
而
不
知
舜
。
々
不
取
其
直
、

毎
度
返
也
。
父
奇
而
所
引
後
婦
、
来
至
舜
所
問
曰
、
君
降
恩
再
三
、
未
知
有
故
旧
耶
。
舜
答
云
、
是
子
舜
也
。
時
父
伏
地
、
流
涕
如

雨
。
高
声
悔
叫
、
且
奇
且
恥
。
爰
舜
以
袖
拭
父
涕
。
而
両
目
即
開
明
也
。
舜
起
拝
賀
。
父
執
子
手
、
千
哀
千
謝
。
孝
養
如
故
、
終
無

変
心
。
天
下
聞
之
、
莫
不
嗟
嘆
。
聖
徳
無
匿
、
遂へ

践
帝
位
也
。

　
　

成
安
注
所
引

　
　

 

孝
子
伝
云
、
虞
舜
字
重
花
。
父
名
鼓
叟
。
々
更
娶
後
妻
生
象
。
々
敖
。
舜
有
孝
行
。
後
母
疾
之
、
語
叟
曰
、
与
我
殺
舜
。
叟い

用
後
妻

之
言
、
遣
舜
登
倉
。
舜
知
其
心
、
手
持
両
笠
而
登
。
叟
等
従
下
放
火
焼
倉
。
舜
開
笠
飛
下
。
又ろ

使
舜
濤
井
。
舜
帯
銀
銭
五
百
文
、
入

井
中
穿
泥
、
取
銭
上
之
。
父
母
共
拾
之
。
舜
於
井
底
鑿
匿
孔
、
遂
通
東
家
井
。
便
仰
告
父
母
云
、
井
底
銭
已
尽
。
願
得
出
。
爰
父
下

土
塡
井
、
以
一
盤
石
覆
之
。
駆
牛
践
平
之
。
舜
従
東
井
出
。
父に

坐
塡
井
、
以
両
眼
失
明
。
亦
母
頑
愚
、
弟
復
失
音
。
如
此
経
十
余
年
。

家
弥
貧
窮
無
極
。
後
母
負
薪
、
〔
詣
〕
市
易
米
。
値
舜
糶
米
於
市
。
舜
見
之
、
便
以
米
与
之
、
以
銭
納
母
帒
米
中
而
去
。
叟
怪
之
曰
、

非
我
子
舜
乎
。
妻
曰
、
百
大丈

歟

井
底
、
大
石
覆
至
、
以
土
塡
之
。
豈
有
活
乎
。
叟
曰
、
卿
将
我
至
市
中
。
妻
牽
叟
手
詣
市
、
見
糶
米
年

少
。
叟
曰
、
君
是
何
賢
人
、
数
見
饒
益
。
舜
曰
、
翁
年
老
故
、
以
相
饒
耳
。
父
識
其
声
曰
、
此
正
似
吾
子
重
花
声
。
舜
曰
、
是
也
。

即
前
攬
父
頭
、
失
声
悲
号
。
以
手
拭
父
眼
、
両
眼
即
開
。
母
亦
聡
耳
、
弟
復
能
言
。
市
人
見
之
、
莫
不
悲
嘆
也
。
史
記
云
、
尭
老
、
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令
舜
摂
行
天
子
之
政
。
尭
知
子
丹
朱
不
肖
不
足
授
天
下
。
於
是
権
授
舜
。
則
天
下
得
其
利
、
而
丹
朱
病
。
授
丹
朱
則
天
下
病
、
而
丹

朱
得
其
利
。
卒へ

授
舜
以
天
下
。
舜
践
天
子
位
。
是
為
虞
舜
。
廿
以
孝
聞
。
年
卅
尭
挙
之
。
在
位
卅
九
年
也

起
伏
に
富
ん
だ
舜
の
物
語
を
、
陽
明
本
に
よ
り
、
次
の
五
つ
の
話
柄
に
分
け
て
検
討
し
よ
う
（
船
橋
本
は
、
ほ
を
欠
き
、
成
安
注
所
引
は
、

は
、
ほ
を
欠
く
）

　
　

い
焚
廩

　
　

ろ
掩
井

　
　

は
歴
山
で
耕
す
こ
と

　
　

に
易
米
、
開
眼

　
　

ほ
尭
の
二
女
を
娶
る
こ
と

　
　

へ
帝
位
を
譲
ら
れ
る
こ
と

さ
て
、
本
漆
棺
の
舜
図
に
は
、
非
常
に
貴
重
な
題
記
（
墨
界
で
囲
わ
れ
、
金
地
に
一
な
い
し
、
三
行
に
墨
書
）
が
残
さ
れ
、
図
像
の
内
容

が
明
示
さ
れ
る
。
そ
の
舜
⑴

－
⑻
に
記
さ
れ
る
題
記
を
一
覧
と
し
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
上
に
原
文
、
下
の
〔　

〕
内
に
そ
れ

を
読
み
易
く
し
た
形
を
示
す
）
。

　
　

⑴
舜
後
母
将
火　
〔
舜
後
母
将
火
焼
屋
、
欲
殺
舜
時
〕

　
　
　

焼
屋
欲
殺　

　
　
　

舜
時

　
　

⑵
使
舜
逃
井
灌
徳
金
銭　
〔
使
舜
逃

（
淘
）

井
、
灌
徳

（
得
）

金
銭
。

　
　
　

一
枚
銭
賜
将
石
田
時　
　

一
枚
銭
賜
、
将
石
田

（
塡
）

時
〕
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⑶
舜
徳
急
走
従　
〔
舜
徳

（
得
）

急
走
、
従
東
家
井
里

（
裡
）

出
去
。
〕

　
　
　

東
家
井
里
出
去　

　
　
　
（
空
行
）

　
　

⑷
舜
父
朗
萌
去　
〔
舜
父
朗
萌

（
盲
）

去
〕

　
　

⑸
舜
後
母
負
蒿
平
陽　
〔
舜
後
母
負
蒿
、
平
陽
市
上
売
〕

　
　
　

市
上
売

　
　

⑹
（右）
舜
来
売
蒿　
〔
舜
来
売
蒿
〕

　
　
　

（中）
応
直
米
一
斗
倍
徳
二
十　
〔
応
直

（
値
）

米
一
斗
、
倍
徳

（
得
）

二
十
〕

　
　

⑺
（右）
舜
母
父
欲
徳
見
舜　
〔
舜
母
父
欲
徳

（
得
）

見
舜
〕

　
　
　

（左）
市
上
相
見　
〔
市
上
相
見
〕

　
　

⑻
（右）
舜
父
共
舜
語　
〔
舜
父
共
舜
語
〕

　
　
　

（左）
父
語
即
開
時　
〔
父
語
即
開
時
〕

　
　
　
（
空
行
）

舜
⑴

－

⑻
の
八
図
の
題
記
に
よ
っ
て
、
上
記
い

－

へ
に
対
応
す
る
図
像
内
容
を
考
え
る
と
、

　
　

い
焚
廩

－
舜
⑴

　
　

ろ
掩
井

－

舜
⑵
、
⑶

　
　

は
易
米
、
開
眼

－

舜
⑷
⑸
⑹
⑺
⑻

と
な
る
だ
ろ
う
。
即
ち
、
本
漆
棺
の
舜
⑴

－

⑻
の
八
図
は
、
い
焚
廩
、
ろ
掩
井
、
に
易
米
、
開
眼
を
内
容
と
す
る
も
の
で
、
換
言
す
れ
ば
、
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は
歴
山
で
耕
す
こ
と
、
ほ
尭
の
二
女
を
娶
る
こ
と
、
へ
帝
位
を
譲
ら
れ
る
こ
と
の
、
三
つ
の
場
面
を
欠
く
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
本
漆
棺
を
含
め
、
孝
子
伝
図
と
し
て
の
舜
図
を
一
瞥
し
よ
う
。
こ
れ
ま
で
管
見
に
入
っ
た
舜
図
に
は
、
以
下
の
七
遺
品
が
あ

る
（
「　

」
は
、
榜
題
、
題
記
）
。

　
　

⑴
和
林
格
爾
後
漢
壁
画
墓
（
西
壁
１
層
。
「
舜
」
）

　
　

⑵
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
（
左
側
下
。
「
舜
従
東
家
井
中
出
去
時
」
）

　
　

⑶
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
（
左
側
。
「
母
欲
殺
舜
々
即
得
活
」
）

　
　

⑷
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
（
右
側
。
「
子
舜
」
）

　
　

⑸C
.T

.L
oo

旧
蔵
北
魏
石
床
（P

L
A

T
E

 31,  

右
、
中
。
「
舜
子
入
井
時
」
、
「
舜
子
謝
父
母
不
在

（
死
）

」
）

　
　

⑹ 

北
魏
司
馬
金
竜
墓
出
土
木
板
漆
画
屛
風
（
一
、
二
塊
表
１
層
。
「
虞
帝
舜
」
「
帝
舜
二
妃
娥
皇
女
英
」
「
舜
父
瞽
廋
」
、
「
与
象
敖
塡
井
」

「
舜
後
母
焼
廩
」
）

　
　

⑺
本
漆
棺

⑴
は
、
当
墓
の
孝
子
伝
図
の
劈
頭
に
位
置
す
る
点
、
孝
子
伝
図
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
瞽

（
左
）
と
舜
（
右
）
と
の
供
養
図
の

よ
う
で
、
一
考
を
要
す
る

）
10
（

。
な
お
武
梁
祠
（
一
石
１
層
、
十
帝
図
の
内
。
「
帝
舜
名
重
華
、
耕
於
歴
山
、
外
養
三
年
」
）
の
舜
図
は
、
十
帝

図
の
第
八
で
あ
っ
て
、
孝
子
伝
図
と
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
そ
の
題
記
は
、
孝
子
伝
と
深
く
関
わ
り
、
特
に
は
歴
山
で
耕
す
こ
と
の
伝

承
の
発
生
、
展
開
を
考
え
る
上
で
、
注
目
す
べ
き
資
料
で
あ
る

）
11
（

。
⑵
は
、
後
母
と
象
が
、
舜
の
居
る
井
戸
に
大
石
を
落
と
し
（
左
）
、
舜
は
、

東
家
の
井
戸
か
ら
脱
出
し
て
歴
山
へ
向
か
う
（
右
）
と
い
う
、
ろ
掩
井
の
二
場
面
を
描
く

）
12
（

。
そ
の
題
記
「
舜
従
東
家
井
中
出
去
時
」
は
、

例
え
ば
成
安
注
所
引
の
、「
舜
従
東
〔
家
〕
井
出
」
と
酷
似
し
て
い
る
（
陽
明
本
「
舜
乃
泣
東
家
井
出
」
）
。
⑶
は
、
継
母
（
右
）
と
舜
（
左
）

が
対
坐
す
る
、
供
養
図
で
あ
る

）
13
（

。
⑷
は
、
瞽

と
象
（
大
石
を
右
肩
に
担
ぐ
）
と
が
井
戸
を
埋
め
（
左
上
）
、
舜
が
も
う
一
つ
の
井
戸
か
ら
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上
が
る
（
左
下
）
、
ろ
掩
井
の
二
場
面
を
左
半
と
し
、
帝
舜
（
左
）
と
尭
の
二
女
（
娥

皇
、
女
英
。
右
）
と
の
三
人
を
描
く
、
ほ
尭
の
二
女
を
娶
る
、
へ
帝
位
を
譲
ら
れ
る

こ
と
を
右
半
と
す
る
、
計
三
場
面
か
ら
成
る
舜
図
で
あ
る

）
14
（

。
⑸
は
、
囲
屛
右
側
板
右
、

中
に
、
大
石
を
井
戸
へ
落
と
す
瞽

（
右
）
と
後
母
（
左
）
を
描
い
た
、
ろ
掩
井
の

場
面
（
右
）
と
、
舜
（
右
）
と
対
坐
す
る
瞽

、
後
母
（
左
）
を
描
い
た
、
供
養
の

場
面
（
中
）
と
の
、
二
場
面
か
ら
成
る
舜
図
で
あ
る

）
15
（

。
⑹
は
左
か
ら
、
倉
を
焼
く
後

母
（
即
ち
、
い
焚
廩
。
部
分
）
、
井
戸
に
大
石
を
落
と
す
象
（
左
）
と
瞽

（
右
。

即
ち
、
ろ
掩
井
）
、
さ
ら
に
、
娥
皇
女
英
（
左
）
と
帝
舜
（
右
。
即
ち
、
ほ
尭
の
二

女
を
娶
る
、
へ
帝
位
を
譲
ら
れ
る
こ
と
）
と
い
う
、
三
場
面
か
ら
成
る
舜
図

）
16
（

で
、
本

漆
棺
に
お
け
る
舜
⑴
共
々
、
い
焚
廩
の
場
面
が
残
さ
れ
る
こ
と
は
、
極
め
て
珍
し
い
。

舜
図
（
1
舜
⑴

－

8
舜
⑻
）

舜
⑴

　

図
三
は
、
本
漆
棺
の
舜
⑴
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
図
版
一
。
題
記
「
舜
後
母
将

火
焼
屋
、
欲
殺
舜
時
」
）
。 

図
三
（
舜
⑴
）
は
上
記
、
い
焚
廩
の
場
面
で
、
画
面
右

に
後
母
、
左
上
に
裸
形
の
舜
（
共
に
左
向
き
）
、
中
央
に
炎
上
す
る
家
屋
が
描
か
れ

る
（
屋
内
に
は
無
人
の
屛
風
が
据
え
ら
れ
て
い
る
）
。
後
母
の
図
像
で
注
目
す
べ
き

は
、
彼
女
が
胡
服
（
鮮
卑
服
、
鮮
卑
帽
）
を
纏
う
こ
と
で
（
以
下
の
人
物
も
同
じ
）
、

図三　舜 （1）
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北
魏
孝
文
帝
は
太
和
十
七
（
四
九
三
）
年
、
洛
陽
へ
遷
都
し
て
漢
化
政
策
を
推
し
進
め
、
胡
服
胡
語
（
鮮
卑
語
）
の
使
用
を
禁
じ
た
か
ら
、

そ
の
こ
と
は
、
本
漆
棺
の
制
作
が
そ
れ
以
前
に
溯
る
、
明
徴
の
一
と
捉
え
ら
れ
る
。
画
面
左
上
、
屋
根
の
左
か
ら
、
手
足
を
広
げ
て
飛
び

出
す
舜
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
陽
明
本
に
は
特
段
の
言
及
は
な
い
が
（
「
乃
飛
下
、
供
養
如
故
」
）
、
例
え
ば
船
橋
本
で
は
、
「
叟
取
橋
、
舜

直
而
落
如
鳥
飛
」
、
成
安
注
所
引
で
は
、
「
舜
知
其
心
、
手
持
両
笠
而
登
。
叟
等
従
下
放
火
焼
倉
。
舜
開
笠
飛
下
」
（
史
記
五
帝
本
紀
、
敦
煌

本
事
森
、
舜
子
変
も
同
じ
）
な
ど
と
あ
っ
て
、
現
行
陽
明
本
に
は
見
え
な
い
、
焚
廩
の
厄
に
臨
ん
だ
舜
の
方
策
に
関
す
る
、
何
ら
か
の
一

節
が
か
つ
て
存
し
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
か
で
あ
る
。
加
え
て
、
そ
の
舜
が
裸
形
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
極
め
て
異
様
で
、
本
漆
棺
の

舜
図
の
拠
っ
た
孝
子
伝
が
、
現
行
文
献
に
は
未
見
の
、
そ
の
よ
う
な
一
節
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
、
強
く
示
唆
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と

は
、
続
く
舜
⑵
、
⑶
の
場
面
で
さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
。

舜
⑵
、
⑶

　

図
四
、
五
は
、
本
漆
棺
の
舜
⑵
、
⑶
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
図
版
二
、
三
。
題
記
「
使
舜
逃

（
淘
）

井
、
灌
徳

（
得
）

金
銭
。
一
枚
銭
賜
、
将
石
田

（
塡
）

時
」
。
「
舜
徳

（
得
）

急
走
、
従
東
家
井
里

（
裡
）

出
去
」
）
。
図
四
が
先
に
触
れ
た
、
実
見
時
に
私
を
驚
愕
さ
せ
た
図
像
で
あ
る
。
そ
れ
は
実
見
時
以
前
に

は
、
想
像
す
ら
付
か
な
い
図
像
で
あ
っ
た
。
図
六
は
前
述
、
『
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
』
所
収
の
漆
棺
左
側
板
に
お
け
る
、
舜
⑵
の
部
分
を
拡

大
し
た
も
の
で
あ
る
（
そ
の
全
図
は
、
図
一
上
に
掲
げ
た
）
。
そ
の
舜
⑵
を
見
る
と
、
2
＊
と
し
た
、
図
像
の
右
半
の
欠
落
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
即
ち
、
一
九
八
八
年
の
『
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
』
刊
行
当
時
に
は
、
そ
の
右
半
（
2
＊
）
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
原
図
の
図
版
（
表
一
、
10
下
左
）
も
摸
写
図
の
そ
れ
（
表
一
、
4
下
、
5
中
）
も
、
図
六
の
舜
⑵
と
同
様
、
舜
⑵
の
左
半
（
図
四
〈
図

版
二
〉
の
左
半
）
の
み
を
収
載
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
さ
て
、
一
九
八
八
年
本
書
公
刊
の
後
、
幻
の
舜
⑵
の
右
半
が
再
発
見
、
現
漆
棺

に
貼
り
加
え
ら
れ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
〇
年
の
張
莉
氏
に
よ
る
「
北
魏
墓
漆
棺
画
的
保
護
与
修
復
」
論
文
40
頁
左
に
、
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図四　舜 （2）

図五　舜 （3）
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漆
棺
画
の
画
面
を
修
復
す
る
中
、
私
た
ち
は
中
央
美
術
学
院
美
術
史

学
部
と
連
携
し
て
、
繫
ぎ
合
わ
せ
、
摸
写
し
損
な
っ
た
幾
つ
か
の
漆

画
を
全
部
探
し
出
し
、
繫
ぎ
合
わ
せ
、
修
復
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

そ
れ
は
一
九
八
八
年
七
月
に
寧
夏
人
民
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
固

原
北
魏
墓
漆
棺
画
』
の
中
の
画
面
や
図
の
不
足
を
補
う
も
の
で
、
こ

の
出
土
し
た
断
片
に
よ
る
全
面
的
な
修
復
保
全
が
行
な
わ
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
⑴
『
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
』
の
摸
写

図
に
あ
る
棺
蓋
部
の
上
半
部
長
方
形
の
空
白
の
部
分
は
、
胡
先
生
の

細
心
の
御
指
摘
の
下
、
漆
画
の
残
片
を
探
し
出
し
、
繫
ぎ
合
わ
せ
る

こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、画
面
が
一
つ
完
璧
な
も
の
と
な
っ

た
。
⑵
左
側
の
板
の
画
面
に
右
の
画
面
の
断
片
と
左
の
漆
画
と
が
一

つ
の
画
面
と
し
て
繫
が
り
合
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
度
、
両
者
を

よ
く
繫
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
の
出
来
る
一
つ
の
漆
画
が
発
見
さ
れ
た
。

具
体
的
な
図
柄
は
、
一
人
の
人
物
と
傍
に
串
で
繫
が
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
銭
と
い
う
画
面
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
空
白
が

埋
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
⑶
棺
蓋
の
左
下
半
部
の
漆
画
は
破
損
が
酷

か
っ
た
が
、
種
々
の
困
難
を
越
え
、
破
片
を
全
部
見
付
け
出
し
、
繫

ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
修
復
し
た
画
面
に
一
つ
鳥
獣
図
が

図六　舜 （2） 線描図

舜 （2） 

2
＊

舜 （1） 舜 （3） 
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あ
っ
て
、
そ
の
原
画
面
の
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
鳥
獣
の
方
向
は
左
向
き
で
あ
り
、
と
こ
ろ
が
、
摸
写
図
の
鳥
獣
図
の
方
向
は
逆
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
摸
写
図
に
間
違
い
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る

と
あ
る
、
⑵
に
明
ら
か
で
あ
る

）
18
（

（
孫
彬
氏
訳
に
よ
る
）
。
画
面
右
の
人
物
（
左
向
き
）
は
、
後
母
で
あ
ろ
う
。
そ
の
左
の
井
戸
の
上
部
に
描

か
れ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
轆ろ

く

轤ろ

で
、
後
母
の
両
手
は
、
そ
れ
を
回
し
て
井
戸
の
泥
を
引
き
上
げ
る
所
作
と
思
し
く
、
そ
の
泥
中
に
金

銭
が
混
じ
っ
て
い
て
、
画
面
右
、
二
列
十
個
の
金
の
穴
空
き
銭
が
描
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
誠
に
驚
く
べ
き
こ
と
と
言
わ
な
け
れ
ば
な

る
ま
い
。

　

図
四
に
登
場
す
る
金
銭
に
つ
い
て
は
、
両
孝
子
伝
に
そ
の
記
載
が
な
く
、
例
え
ば
太
平
記
三
十
二
「
虞
舜
孝
行
事
」
に
、
「
堅
牢
地
神
モ

孝
行
之
志
ヲ
哀
ト
ヤ
思
召
ケ
ン
、
井
ヨ
リ
上
ケ
ケ
ル
土
ノ
中
ニ
、
半
金
ヲ
交
リ
ケ
ル
」
（
西
源
院
本
）
と
い
う
記
述
な
ど
、
そ
の
出
所
に
関

す
る
謎
が
、
長
ら
く
問
題
と
さ
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
図
四
の
出
現
に
よ
り
早
く
北
魏
以
前
、
ろ
掩
井
譚
に
金
銭
を
描
く
、
孝
子
伝
図
の

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
に
及
び
、
そ
の
研
究
状
況
と
い
う
も
の
が
一
変
す
る

）
19
（

。
即
ち
、
例
え
ば
陽
明
本
の
ろ
、

　
　

又
使
治
井
没
井
、
又
欲
殺
舜
。
々
乃
密
知
、
便
作
傍
穴

は
、
普
通
唱
導
集
下
末
孝
父
篇
所
引
の
、

　
　

又
使
濤
井
、
殺
舜
。
々
已
密
知
、
帯
銀
銭
五
百
文
、
作
傍
穴

な
ど
と
す
る
形
が
原
型
で
、
現
行
陽
明
本
は
、
そ
の
傍
線
部
を
脱
落
さ
せ
た
も
の
と
見
る
べ
く
、
さ
ら
に
上
掲
、
成
安
注
所
引
の
、

　
　

又
使
舜
濤
井
。
舜
帯
銀
銭
五
百
文
、
入
井
中
穿
泥
、
取
銭
上
之
。
父
母
共
拾
之
。
舜
於
井
底
鑿
匿
孔

の
如
く
、
元
来
そ
れ
を
備
え
る
孝
子
伝
逸
文
も
見
出
だ
さ
れ
た
（
舜
子
変
に
も
「
上
界
帝
釈
、
密
降
銀
銭
伍
百
文
、
入
於
井
中
」
、
事
森
に

も
、
「
又
感
天
降
銀
銭
致
於
井
中
」
な
ど
と
見
え
る
）
。
こ
の
こ
と
は
、
孝
子
伝
の
ろ
掩
井
に
、
古
く
金
銭
の
話
の
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
、

考
え
さ
せ
ず
に
お
か
な
い
も
の
が
あ
っ
て
、
思
え
ば
、
全
国
的
に
流
布
す
る
昔
話
の
、
継
子
の
井
戸
掘
り
に
、
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継
母
が
井
戸
が
え
を
す
る
か
ら
井
戸
に
入
れ
と
い
う
。
隣
の
爺
が
変
に
思
っ
て
継
子
に
百
文
や
り
、
井
戸
の
中
に
銭
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
い
っ
て
釣
瓶
の
中
に
一
文
ず
つ
入
れ
て
引
き
上
げ
さ
せ
ろ
と
い
う
。
継
母
が
銭
に
気
を
と
ら
れ
て
い
る
す
き
に
隣
の
爺
が
横
穴

を
掘
っ
て
逃
が
す
。
継
母
は
銭
が
出
な
く
な
っ
た
の
で
、
大
石
を
井
戸
に
落
と
し
て
子
が
死
ん
だ
と
空
泣
き

な
ど
と
あ
る
こ
と
も
（
岩
手
県
遠
野
市
。
日
本
昔
話
大
成
5
）
、
そ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
も
の
だ
ろ
う

）
20
（

。
一
方
、
成
安
注
所
引
の
そ
れ
は
目

下
、
舜
子
変
の
典
拠
と
し
て
最
も
可
能
性
の
高
い
孝
子
伝
で
あ
る
。
そ
し
て
、
図
四
な
ど
、
例
え
ば
成
安
注
所
引
の
孝
子
伝
に
基
付
い
て

描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

図
五
は
、
題
記
の
如
く
、
図
四
か
ら
続
く
ろ
掩
井
の
結
末
を
描
い
た
場
面
で
、
「
東
家
井
」
か
ら
脱
出
す
る
舜
（
場
面
左
下
）
を
描
く
。

そ
の
題
記
の
、
「
舜
…
…
従
東
家
井
里

（
裡
）

出
去
」
は
前
述
、
⑵
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
の
舜
図
の
題
記
、
「
舜
従
東
家
井
中
出
去
時
」

と
よ
く
一
致
し
、
そ
れ
ら
は
、
例
え
ば
成
安
注
所
引
の
、「
舜
従
東
〔
家
〕
井
出
」
な
ど
か
ら
出
た
も
の
だ
ろ
う
。
図
五
は
、
右
か
ら
瞽

、

後
母
、
井
戸
、
舜
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
井
戸
は
、
瞽

と
後
母
か
ら
見
れ
ば
、
瞽

の
家
（
西
家
）
の
井
戸
だ
が
、
舜
か
ら
見
る
と
、

東
家
（
隣
家
）
の
井
戸
で
あ
る
（
⑵
な
ど
で
は
、
二
つ
の
井
戸
が
描
か
れ
る
）
こ
の
こ
と
か
ら
、
図
五
の
井
戸
は
、
二
つ
の
井
戸
を
含
意

す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
（
後
述
、
郭
巨
⑶
、
図
十
五
参
照
）
。
問
題
な
の
は
、
図
三
左
上
の
舜
と
同
様
、
本
図
左
下
の
舜
が
や
は
り
、
裸

形
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
ろ
掩
井
に
際
し
、
舜
が
裸
と
な
る
こ
と
は
、
例
え
ば
舜
子
変

）
21
（

に
（
末
尾
（　

）
内
に
、
入
矢
義

高
氏
に
よ
る
訳
を
添
え
た
）
、

　
　

 

舜
聞
濤
井
、
心
裏
知
之
、
便
脱
衣
裳
、
井
辺
跪
拝
、
入
井
濤
泥
（
井
戸
浚
え
と
聞
い
て
、
舜
は
そ
れ
と
思
い
当
た
っ
た
も
の
の
、
す

ぐ
に
服
脱
ぎ
、
井
戸
端
に
跪
い
て
拝
を
な
し
、
井
戸
に
入
っ
て
泥
浚
え
）

と
見
え
、
さ
ら
に
東
家
の
老
母
が
、

　
　

老
母
便
与
衣
裳
、
串
着
身
上
、
与
食
一
盤
喫
了
（
老
母
は
舜
に
着
物
を
与
え
、
身
に
着
せ
て
や
り
ま
す
と
、
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
ま
す
）
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と
も
あ
っ
て
、
舜
の
裸
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
目
下
、
舜
子
変
に
し
か
見
当
た
ら
な
い
が
、
舜
子
変
の
右
の
記
述

は
大
変
、
重
要
で
、
そ
れ
は
、
い
焚
廩
に
際
し
た
舜
共
々
、
ろ
掩
井
に
際
す
る
舜
の
、
裸
と
な
る
一
節
が
、
か
つ
て
孝
子
伝
に
存
し
て
い

た
こ
と
を
、
強
力
に
示
唆
す
る
事
実
に
外
な
ら
ず
、
本
図
や
図
三
の
舜
の
描
法
が
、
そ
の
よ
う
な
孝
子
伝
に
基
付
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
舜
子
変
に
見
え
る
、
舜
の
脱
衣
の
相
当
古
い
も
の
ら
し
い
こ
と
は
、
な
お
列
女
伝
の
逸
文
に
も
、
そ
の
痕
跡
が

残
さ
れ
て
い
る
。
ろ
掩
井
の
金
銭
が
現
行
の
孝
子
伝
か
ら
消
失
し
た
の
と
同
様
、
現
行
列
女
伝
の
本
文
に
お
い
て
も
、
消
失
し
た
一
節
の

存
し
た
こ
と
は
、
清
朝
考
証
学
の
列
女
伝
本
文
の
研
究
に
あ
っ
て
、
早
く
か
ら
気
付
か
れ
て
い
た
事
実
で
あ
る

）
22
（

。
例
え
ば
清
、
蕭
道
管
撰
、

列
女
伝
集
注
一
は
、
例
え
ば
い
焚
廩
、
ろ
掩
井
の
そ
の
現
行
本
文

　

・
瞽
叟
与
象
謀
殺
舜
、
使
塗
廩
。
舜
帰
告
二
女
曰
、
父
母
使
我
塗
廩
。
我
其
行
。
二
女
曰
、
往
哉
。
〔
＊
A
〕
舜
既
治
廩
、
乃
捐
階
、
瞽

叟
焚
廩
、
舜
往
飛
出
（
伝
顧
愷
之
筆
摸
刊
本
）
。

　

・
象
復
与
父
母
謀
、
使
舜
浚
井
。
舜
乃
告
二
女
。
二
女
曰
、
兪
。
往
哉
。
〔
＊
B
〕
舜
往
浚
井
。
格
其
出
入
、
従
掩
。
舜
潜
出

に
対
し
、
史
記
本
文
の
他
、
列
女
伝
の
逸
文
と
し
て
史
記
索
引
所
引
、
宋
、
曾
慥
撰
類
説
所
引
、
宋
、
洪
興
祖
撰
楚
辞
補
注
所
引
等
の
そ

れ
を
上
げ
、
特
に
い
、
ろ
に
お
け
る
＊
A
、
B
を
め
ぐ
る
、
現
行
本
の
脱
落
を
指
摘
し
て
い
る
。
今
、
そ
の
内
の
楚
辞
補
注
三
天
問
に
引

く
、
列
女
伝
逸
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

 

列
女
伝
云
、
瞽
叟
与
象
謀
殺
舜
、
使
塗
廩
。
舜
告
二
女
。
二
女
曰
、
時＊

Ａ

唯
其
戕
汝
、
時
唯
其
焚
汝
。
鵲
如
汝
裳
衣
、
鳥
工
往
。
舜
既

治
廩
。
戕
旋
階
、
瞽
叟
焚
廩
。
舜
往
飛
。
復
使
浚
井
。
舜
告
二
女
。
二
女
曰
、
時＊

Ｂ

亦
唯
其
戕
汝
、
時
其
掩
汝
。
汝
去
裳
衣
、
竜
工
往
。

舜
往
浚
井
。
格
其
入
出
、
従
掩
。
舜
潜
出
（
四
部
叢
刊
本
）

楚
辞
補
注
所
引
を
見
る
と
、
例
え
ば
ろ
掩
井
に
お
け
る
現
行
本
＊
Ｂ
の
箇
所
に
は
、

　
　

 

時
亦
唯
其
戕
汝
、
時
其
掩
汝
。
汝
去
裳
衣
、
竜
工
往
（
時こ

れ

亦ま
た

唯た
だ

其そ
れ

汝
を
戕そ

こ
な

わ
ん
と
し
、
時
其
汝
を
掩お

お

わ
ん
と
す
。
汝
裳
衣
を
去
り
、
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竜
工
し
て
往
け
）

の
脱
落
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
い
焚
廩
に
お
け
る
＊
A
も
同
じ
）
。
そ
の
「
汝
去
裳
衣
（
去
汝
裳
衣
〈
史
記
正
義
所
引
通
史
〉
）
、
竜
工

往
」
は
、
「
あ
な
た
は

（
の
）

着
物
を
脱
ぎ
、
水
竜
の
術
を
使
っ
て
進
み
な
さ
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
舜
が
裸
に
な
っ
た
こ
と
が
見

え
、
こ
れ
が
前
述
、
舜
子
変
や
図
五
左
下
の
淵
源
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
殆
ど
疑
い
が
な
い
。
鳥
工
、
竜
工
の
こ
と
は
、
梁
武
帝
撰
通

史
（
史
記
正
義
所
引
）
や
、
梁
元
帝
撰
金
楼
子
二
に
も
見
え
る
か
ら
、
＊
A
、
B
の
逸
文
は
、
六
朝
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
か
で

あ
る
。
余
談
と
な
る
が
、
山
東
省
の
済
南
市
は
、
有
力
な
舜
伝
説
の
発
祥
地
と
し
て
知
ら
れ
、
舜
井
や
歴
山
（
千
仏
山
）
が
残
さ
れ
る

）
23
（

。

そ
の
済
南
市
は
、
七
十
二
泉
と
称
さ
れ
る
、
豊
か
な
湧
泉
に
恵
ま
れ
、
市
内
の
地
下
は
、
縦
横
に
水
脈
が
走
っ
て
い
る
。
ろ
掩
井
の
、
舜

の
浚
う
井
戸
と
彼
が
逃
れ
た
東
家
の
井
戸
と
い
う
、
設
定
の
背
景
を
な
し
て
い
た
の
が
、
そ
の
済
南
市
の
地
勢
に
外
な
ら
ず
、
舜
が
敢
え

て
ト
ン
ネ
ル
（
傍
穴
〈
両
孝
子
伝
〉
）
を
掘
ら
ず
と
も
、
二
つ
の
井
戸
は
、
水
脈
に
よ
り
繫
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
列
女
伝
逸
文
の
、「
竜

工
往
」
は
、
例
え
ば
そ
の
類
説
の
注
に
、
「
竜
知
水
泉
脈
理
也
」
と
言
う
よ
う
に
、
二
女
が
舜
に
、
そ
の
水
脈
を
利
用
し
て
逃
げ
る
よ
う
教

え
た
も
の
で
、
済
南
市
の
舜
井
に
巨
大
な
鎖
が
備
わ
り
、
竜
を
繋
ぐ
た
め
の
も
の
と
伝
承
さ
れ
る
の
も
、
お
そ
ら
く
そ
の
名
残
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
地
勢
的
背
景
を
失
っ
て
、
二
女
も
登
場
し
な
い
、
孝
子
伝
の
ろ
掩
井
で
は
、
話
の
辻
褄
を
合
わ
せ
る
べ
く
、
舜
が
傍

穴
（
両
孝
子
伝
）
を
掘
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
時
間
稼
ぎ
の
た
め
、
金
銭
の
こ
と
が
考
案
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
舜
が
裸
に
な
る
と

い
う
前
述
、
舜
子
変
や
図
五
左
下
の
背
後
に
は
、
こ
の
よ
う
な
舜
の
物
語
の
形
成
史
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
同
じ
こ
と
は
、
い
焚
廩
、
＊
A

の
脱
落
部
分
に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
る
。
そ
の
「
鵲
如
汝
裳
衣
、
鳥
工
往
」
は
、
「
あ
な
た
の
衣
を
鵲か

さ
さ
ぎ

の
羽
の
よ
う
に
し
て
、
鳥
の
術
を

使
っ
て
飛
行
な
さ
い
」
と
い
う
意
味
の
よ
う
で
（
類
説
の
注
に
、
「
習
鳥
飛
之
巧
以
往
、
鵲
錯
也
」
と
あ
る
。
錯
は
、
交
互
に
羽
撃
く
こ

と
）
、
衣
を
羽
と
し
た
名
残
が
、
図
三
左
上
の
、
裸
形
の
舜
の
、
大
き
く
広
げ
た
両
腕
の
動
作
と
し
て
、
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

と
こ
ろ
が
、
何
時
し
か
こ
の
こ
と
が
失
わ
れ
る
と
、
「
舜
直
而
落
如
鳥
飛
」
（
船
橋
本
）
の
如
く
譬
喩
化
し
た
り
、
「
両
笠
」
（
史
記
、
成
安
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注
所
引
）
即
ち
、
二
つ
の
落
下
傘
（
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
）
が
登
場
さ
せ
ら
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

三

　

舜
⑷

　

図
七
は
、
本
漆
棺
の
舜
⑷
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
図
版
四
。
題
記
「
舜
父
朗

萌
（
盲
）

去
」
）
。
本
漆
棺
の
舜
図
に
は
、
は
歴
山
で
耕
す
こ
と
の
図
像
が
な
く
（
成
安
注

所
引
も
同
じ
）
、
本
図
以
降
の
舜
⑷

－

⑻
の
五
図
は
全
て
、
に
易
米
、
開
眼
を
め
ぐ

る
図
像
と
な
る
。
図
七
は
、
屋
内
に
一
人
、
拱
手
し
て
坐
す
瞽

（
左
向
き
）
を

描
く
。
上
か
ら
幔
幕
が
垂
れ
、
瞽

を
囲
む
の
は
、
三
方
か
ら
の
屛
風
で
あ
る
。

例
え
ば
成
安
注
に
、
「
父
坐
塡
井
、
以
両
眼
失
明
」
と
あ
る
部
分
を
場
面
化
し
た
も

の
で
、
「
聖
賢
」
（
陽
明
本
）
な
る
舜
の
迫
害
に
及
ん
だ
父
に
、
天
罰
が
下
っ
た
の

で
あ
る
。
成
安
注
で
は
さ
ら
に
、
「
亦
母
頑
愚
、
弟
復
失
音
」
と
続
く
が
（
事
森
も

同
じ
）
、
シ
ン
デ
レ
ラ
型
の
仕
返
し
な
ら
、
聾
と
な
る
筈
の
（
後
述
、
纂
図
附
音
本

注
千
字
文
で
は
現
に
、
「
母
便
耳
聾
」
と
な
っ
て
い
る
）
継
母
が
頑
愚
と
さ
れ
て
い

る
の
は
、
そ
れ
で
は
意
思
の
疎
通
が
全
く
不
可
能
と
な
る
こ
と
を
、
回
避
す
る
た

め
で
あ
ろ
う
（
聾
に
は
愚
か
の
意
味
も
あ
る
）
。
し
か
し
、
継
母
と
弟
の
こ
と
は
、

図
像
化
さ
れ
て
い
な
い
。
題
記
中
の
萌
は
、

も
う

（

は
、
盲
に
通
じ
る
）
の
俗
字

図七　舜 （4）
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を
転
じ
て
萌
と
し
た
も
の
で
、
朗

は
、
「
清
盲
」
（
陽
明
本
）
に
同
じ
く
、
俗
に
言
う
明あ

き

盲め
く
ら

の
こ
と
で
あ
る
（
開
い
た
眼
に
は
何
ら
外

見
上
の
異
常
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
視
力
の
な
い
状
態
）
。
本
図
の
瞽

の
眼
が
ぱ
っ
ち
り
と
開
い
て
い
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
表
現
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

舜
⑸
、
⑹

　

図
八
、
九
は
、
本
漆
棺
の
舜
⑸
、
⑹
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
図
版
五
、
六
。
題
記
「
舜
後
母
負
蒿
、
平
陽
市
上
売
」
。
「
舜
来
、
売
蒿
」

（右）
、
「
応
直

（
値
）

米
一
斗
、
倍
徳

（
得
）

二
十
」

（中）
）
。
舜
⑸
、
⑹
及
び
、
次
の
舜
⑺
の
三
場
面
が
、
に
易
米
、
開
眼
に
お
け
る
、
易
米
の
話
に
当
た
る
。

図
八
は
、
藁わ

ら

束た
ば

を
左
腕
に
抱
え
、
市
場
へ
赴
く
後
母
（
左
向
き
）
を
描
い
た
も
の
で
、
成
安
注
所
引
に
、
「
後
母
負
薪
、
〔
詣
〕
市
易
米
」

と
記
す
部
分
を
場
面
化
し
た
も
の
で
あ
る
（
舜
子
変
、
事
森
も
同
じ
。
但
し
、
両
孝
子
伝
不
見
）
。
題
記
の
蒿
は
、
藁わ

ら

だ
が
、
他
に
所
見
が

な
い
（
成
安
注
所
引
等
、
薪た

き
ぎ

と
す
る
）
。
ま
た
、
「
平
陽
市
上
売
」
の
平
陽
は
、
山
西
省
臨
汾
県
で
、
尭
の
都
が
あ
っ
た
。
舜
が
そ
の
平
陽

で
米
を
売
っ
て
い
た
こ
と
は
、
（
真
源
賦
（
騈
志
十
四
「
淘
井
安
金
」
所
引
）
に

　
　

舜
糶
於
平
陽
中
、
父
認
之
。
乃
拭
其
目
、
目
以
光
明

と
見
え
る
が
（
天
中
記
二
十
四
、
尚
史
二
、
繹
史
十
等
に
も
）
、
真
源
賦
の
こ
と
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い

）
24
（

。
平
陽
は
、
成
安
注
所
引
そ
の
他

に
不
見
の
地
名
で
、
山
西
省
に
も
歴
山
、
舜
井
の
有
力
な
一
伝
が
あ
る
通
り
（
史
記
正
義
所
引
括
地
志
）
、
舜
の
物
語
の
地
域
的
な
伝
承
過

程
を
示
す
、
貴
重
な
説
で
あ
ろ
う
。
図
九
は
、
画
面
右
に
立
つ
の
が
後
母
（
左
向
き
）
、
左
に
立
つ
の
が
舜
（
右
向
き
）
で
、
左
端
の
人
物

（
右
向
き
。
上
半
身
の
み
）
は
、
物
語
に
は
関
係
の
な
い
市
人
と
見
た
い
。
舜
が
左
手
で
差
し
出
す
の
は
、
米
の
入
っ
た
袋
で
、
中
の
米
の

上
に
は
、
藁
代
も
添
え
ら
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
米
袋
の
下
に
台
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
時
、
舜
が
市
場
に
店
（
米
屋
）
を
出
し

て
い
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
図
九
に
該
当
す
る
、
成
安
注
所
引
の
孝
子
伝
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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図八　舜 （5）

図九　舜 （6）
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（
後
母
負
薪
、
〔
詣
〕
市
易
米
。
）
値
舜
糶
米
於
市
。
舜
見
之
、
便
以
米
与
之
、
以
銭
納
母
帒
米
中
而
去

帒た
い

は
、
袋
、
嚢
に
同
じ
く
、
ふ
く
ろ
の
こ
と
だ
が
、
米
袋
の
こ
と
は
、
両
孝
子
伝
に
は
見
え
な
い
（
舜
子
変
「
米
嚢
、
後
述
、
纂
図
附
音

本
注
千
字
文
「
米
袋
」
）
。
図
九
、
中
央
の
題
記
「
応
直

（
値
）

米
一
斗
、
倍
徳

（
得
）

二
十
」
は
、
極
め
て
難
解
で
、
そ
の
二
十
を
二
十
升
（
即
ち
二
斗
）

と
考
え
、
例
え
ば
「
応
に
米
一
斗
に
値あ

た
い

す
る
に
、
倍
し
て
二
十
（
升
。
二
斗
分
）
を
得
し
む
べ
し
」
の
如
く
訓
読
し
て
、
舜
は
、
後
母
の

藁
を
二
倍
の
値
段
で
買
い
取
っ
て
、
そ
の
銭
で
倍
の
量
の
米
を
与
え
た
（
加
え
て
銭
の
方
も
密
か
に
米
袋
中
に
返
し
て
置
い
た
）
と
い
う

風
に
解
し
て
お
く
（
周
代
の
一
斗
は
、
一
・
九
四
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
）
。
舜
が
後
母
の
薪
を
倍
の
値
段
で
買
い
取
っ
た
こ
と
は
、
例
え
ば
三

注
の
一
、
纂
図
附
音
本
注
千
字
文
23
、
24
「
推
位
遜
国
、
有
虞
陶
唐
」
注
に
、

　
　
（
舜
）
見
其
母
売
薪
飢
寒
、
常
倍
与
薪
価
糴
米
、
銭
秘
安
於
米
袋
中

と
見
え
て
い
る

）
25
（

（
後
の
後
母
の
言
に
も
、
「
常
倍
与
我
薪
価
」
と
あ
る
）
。

舜
⑺
、
⑻

　

図
十
、
十
一
は
、
本
漆
棺
の
舜
⑺
、
⑻
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
題
記
「
舜
母
父
欲
徳

（
得
）

見
舜
」

（右）
、
「
市
上
相
見
」

（左）
。
「
舜
父
共
舜
語
」

（右）
、
「
父
語
即
開
時
」

（左）
）
。
八
図
あ
る
舜
図
の
、
最
後
の
二
場
面
で
あ
る
。
ま
ず
図
十
（
舜
⑺
）
に
対
応
す
る
、
成
安
注
所
引
の
本
文
を

示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

叟
怪
之
曰
、
非
我
子
舜
乎
…
…
叟
曰
、
卿
将
我
至
市
中
。
妻
牽
叟
手
詣
市
、
見
糶
米
年
少

図
十
は
、
画
面
右
に
瞽

、
左
に
後
母
（
共
に
左
向
き
）
が
左
方
へ
歩
む
所
を
描
き
、
目
の
見
え
な
い
瞽

が
後
母
に
引
か
れ
、
市
へ
と

出
向
く
場
面
と
な
っ
て
お
り
、
右
の
題
記
が
対
応
す
る
。
左
の
「
市
上
相
見
」
は
、
一
見
、
次
の
図
十
に
掛
か
る
如
く
だ
が
、
纂
図
附
音

本
注
千
字
文
に
、
後
母
に
対
す
る
瞽

の
言
と
し
て
、
「
来
日
将
吾
入
市
。
与
其
人
相
見
」
と
、
左
の
題
記
に
酷
似
し
た
表
現
の
見
え
る
こ
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図十　舜 （7）

図十一　舜 （8）
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と
か
ら
考
え
て
、
図
九
左
に
描
か
れ
た
、
市
へ
と
向
か
う
瞽

の
か
ね
て
の
疑
問

│
「
非
我
子
舜
乎
」
（
成
安
注
所
引
。
「
非
吾
舜
子
乎
」

〈
纂
図
附
音
本
注
千
字
文
〉
）

│
を
、
「
市
場
で
互
い
に
会
っ
て
見
て
（
確
認
し
よ
う
）
」
と
い
う
、
瞽

の
気
持
を
題
記
化
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

図
十
一
（
舜
⑻
）
に
対
応
す
る
、
成
安
注
所
引
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

 

叟
曰
、
君
是
何
賢
人
、
数
見
饒
益
。
舜
曰
、
翁
年
老
故
、
以
相
饒
耳
。
父
識
其
声
曰
、
此
正
似
吾
子
重
花
声
。
舜
曰
、
是
也
。
即
前

攬
父
頭
、
失
声
悲
号
。
以
手
拭
父
眼
、
両
目
即
開

図
十
一
は
、
に
易
米
、
開
眼
に
お
け
る
、
瞽

の
開
眼
を
描
い
た
も
の
で
、
右
か
ら
瞽

、
後
母
（
共
に
左
向
き
）
と
舜
（
右
向
き
）
が

立
っ
て
対
話
し
て
い
る
場
面
で
、
右
の
題
記
「
舜
父
共
舜
語
」
は
、
そ
の
対
話
が
後
母
を
挟
ん
で
、
瞽

と
舜
の
間
で
な
さ
れ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
瞽

の
帽
子
が
女
帽
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
左
の
後
母
の
そ
れ
と
取
り
違
え
た
も
の
ら
し
い
。
左
の
題
記
「
父
語
即
開
時
」

は
、
舜
と
語
り
終
え
た
瞽

の
、
視
力
が
戻
っ
た
こ
と
を
言
う
。
図
十
一
を
見
る
と
、
左
の
舜
は
、
両
手
を
父
に
差
し
出
し
て
お
り
（
瞽

と
後
母
は
、
拱
手
し
て
い
る
）
、
そ
の
動
作
は
、
「
以
手
拭
父
眼
」
（
成
安
注
所
引
。
事
森
も
同
じ
）
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
舜
の

動
作
に
関
し
て
は
、
衣
、
袖
で
拭
っ
た
（
両
孝
子
伝
。
衣
襟
〈
纂
図
附
音
本
注
千
字
文
〉
）
と
す
る
も
の
の
他
、
父
の
涙
（
目
）
を
舐
め
た

（
舜
子
変
、
劉
向
孝
子
伝
、
真
源
賦
）
と
記
す
も
の
も
あ
る
。

（
続
く
）
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注（
1
） 
張
莉
氏
「
北
魏
墓
漆
棺
画
的
保
護
与
修
復
」
（
『
寧
夏
文
物
』
4
、
一
九
九
〇
年
12
月
）

（
2
） 
拙
稿
「
重
華
外
伝

－

注
好
選
と
孝
子
伝

－

」
（
拙
著
『
孝
子
伝
の
研
究
』
〈
佛
教
大
学
鷹
陵
文
化
叢
書
5
、
思
文
閣
出
版
、
平
成
13
（
二
〇
〇
一
）
年
〉

Ⅲ
二
所
収
。
初
出
平
成
10
〈
一
九
九
八
〉
年
）
参
照
。

（
3
） 

固
原
県
文
物
工
作
站
「
寧
夏
固
原
北
魏
墓
清
理
簡
報
」
（
『
文
物
』
84
・
6
）
。
な
お
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、
韓
礼
楽
、
羅
豊
氏
「
固
原
北
魏
墓
漆
棺
的
発

現
」
（
『
美
術
研
究
』
84
・
2
、
一
九
八
四
年
5
月
）
、
王
瀧
氏
「
固
原
漆
棺
彩
画
」
（
同
）
も
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
な
お
張
莉
氏
注
①
前
掲
論
文
参
照
。

（
4
） 

寧
夏
固
原
博
物
館
『
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
』
（
寧
夏
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）

（
5
） 

図
一
上
下
は
、
注
（
4
）
前
掲
書
所
収
、
折
込
の
漆
棺
左
側
板
（
上
）
、
漆
棺
右
側
板
（
下
）
に
拠
る
。

（
6
） 

図
二
下
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
。
そ
の
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
の
拓
本
、
原
石
写
真
は
、
趙
超
、
呉
強
華
氏
『
永
縁
的
北
朝 

深
圳
博
物
館
北

朝
石
刻
芸
術
展
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
図
版
13
石
床
構
件
に
収
め
ら
れ
る
。
な
お
当
石
脚
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
郭
巨
図
攷

－

呉
強
華
氏

蔵
北
魏
石
床
脚
部
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て

－

」
（
『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
98
、
平
成
26
〈
二
〇
一
四
〉
年
3
月
）
参
照
。

（
7
） 

注
（
4
）
前
掲
書
二
棺
板
漆
画

（三）
棺
側
板
漆
画
１
孝
子
故
事
絵
画
、
11
頁

（
8
） 

注
（
2
）
前
掲
拙
稿
参
照
。

（
9
） 

両
孝
子
伝
の
本
文
は
、
幼
学
の
会
『
孝
子
伝
注
解
』
（
汲
古
書
院
、
平
成
15
〈
二
〇
〇
三
〉
年
）
に
よ
る
。

（
10
） 

⑴
の
舜
図
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
孝
子
伝
図
の
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
平
成
19
〈
二
〇
〇
七
〉
年
）
口
絵
2
頁
図
１
、
ま
た
、
そ
の
Ⅰ
二
２
参
照
。

（
11
） 

拙
稿
「
武
梁
祠
帝
舜
図
攷

－

歴
山
、
外
養
を
め
ぐ
っ
て

－

」
（
『
京
都
語
文
』
22
、
平
成
27
〈
二
〇
一
五
〉
年
11
月
）
参
照
。

（
12
） 

⑵
の
舜
図
に
つ
い
て
は
、
注
（
10
）
前
掲
拙
著
Ⅰ
二
４
（

399
頁
）
、
図
八
下
参
照
。

（
13
） 

⑶
の
舜
図
に
つ
い
て
は
、
注
（
10
）
前
掲
拙
著
口
絵
14
頁
図
11
、
ま
た
、
そ
の
Ⅰ
二
４
参
照
。

（
14
） 

⑷
の
舜
図
に
つ
い
て
は
、
注
（
10
）
前
掲
拙
著
Ⅱ
二
１
「
重
華
贅
語
」
（
初
出
平
成
16
〈
二
〇
〇
四
〉
年
）

722
頁
図
四
参
照
。
な
お
そ
の

718

－

719
頁
な

ど
で
、
舜
図
を
十
四
と
認
定
し
た
が
、
そ
の
後
、
十
四
の
内
の
⑵

－

⑺
の
六
図
（
ま
た
、
Ⅱ
二
４

770
頁
、

780
、

781
頁
に
お
い
て
伯
奇
図
と
認
定
し
た
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⑷

－

⑽
〈
図
六

－

十
二
〉
の
七
図
）
は
、
韓
朋
図
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
謹
ん
で
訂
正
す
る
。
そ
の
間
の
経
緯
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
韓

朋
溯
源

（二）

－

呉
氏
蔵
韓
朋
画
象
石
に
つ
い
て

－

」
（
『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』

105
、
令
和
3
〈
二
〇
二
一
〉
年
3
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
15
） 
⑸
の
舜
図
に
つ
い
て
は
、
注
（
10
）
前
掲
拙
著
Ⅱ
二
１

722
頁
図
五
参
照
。
な
お
右
側
板
中
に
記
さ
れ
る
供
養
図
中
の
「
舜
子
謝
父
母
不
在

（
死
）

」
題
記
に

関
し
て
は
、
注
（
11
）
前
掲
拙
稿

147
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
16
） 

⑹
の
舜
図
に
つ
い
て
は
、
注
（
10
）
前
掲
拙
著
Ⅱ
二
１

723
頁
図
七
参
照
。

（
17
） 

図
六
は
、
注
（
4
）
前
掲
書
所
収
、
折
込
の
漆
棺
左
側
板
に
拠
る
。

（
18
） 

張
莉
氏
注
（
1
）
前
掲
論
文
40
頁
左
（
孫
彬
氏
訳
）

（
19
） 

注
（
2
）
前
掲
拙
稿
参
照
。

（
20
） 

昔
話
と
孝
子
伝
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
注
（
10
）
前
掲
拙
著
序
章
「
孝
子
伝
へ
の
招
待

－

昔
話
と
孝
子
伝

－

」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
21
） （　

）
内
は
、
入
矢
義
高
氏
訳
「
舜
子
変
」
（
中
国
古
典
文
学
大
系
60
『
仏
教
文
学
集
』
〈
平
凡
社
、
昭
和
50
（
一
九
七
五
）
年
〉
「
変
文
」
所
収
）

131

頁
に
よ
る
。

（
22
） 

そ
の
経
緯
は
、
山
崎
純
一
氏
『
列
女
伝
』
上
（
新
編
漢
文
選 

思
想
・
歴
史
シ
リ
ー
ズ
、
明
治
書
院
、
平
成
8
〈
一
九
九
六
〉
年
）
91
頁
校
異
４
、
92

頁
校
異
５
に
詳
し
い
。

（
23
） 

注
（
10
）
前
掲
拙
著
Ⅱ
二
１
参
照
。

（
24
） 

そ
の
「
淘
井
安
金
」
に
は
、
真
源
賦
の
引
用
に
先
立
っ
て
、

 

　
　

御
覧
、
舜
為
父
母
淘
井
、
取
金
銀
安
罐
中
、
与
父
母
。

 

　
　

類
林
、
舜
耕
歴
山
。
歳
不
熟
。
舜
糶
。
其
母
詣
糴
、
毎
還
銭
与
米
。
問
之
、
子
也
。
因
相
抱
帰
。
拭
其
父
目
、
尋
自
明
。
尭
聞
而
妻
之

 

と
あ
る
こ
と
も
、
一
考
を
要
す
る
。
前
者
は
、
太
平
御
覧
八
一
二
に
、

 

　
　

又
〔
史
記
〕
曰
、
舜
為
父
母
淘
井
、
将
銀
銭
安
鑵
中
、
与
父
母

 

と
見
え
て
い
る
。



固
原
漆
棺
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て 

（上）
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（
25
） 

参
考
ま
で
に
、
纂
図
附
音
本
注
千
字
文
23
、
24
「
推
位
遜

（
譲
）国

、
有
虞
陶
唐
」
注
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
古
活
字
本
に
よ
り
、
写
本
を
参
照
し
た
）。

 
　
　

 

尭
号
陶
唐
氏
。
譲
位
与
舜
、
舜
号
有
虞
氏
、
譲
位
与
禹
。
尭
治
天
下
五
十
二
載
。
遭
洪
水
九
載
。
自
知
無
徳
。
生
子
丹
朱
、
不
肖
不
堪
治
国
。

聞
舜
有
孝
行
、
召
之
妻
以
二
女
。
大
女
名
娥
皇
、
小
女
名
女
英
。
舜
姓
姚
、
字
重
華
。
少
喪
母
、
父
名
瞽
叟
。
更
娶
後
母
生
象
。
後
母
常
行
悪

心
、
言
害
舜
。
瞽
叟
信
後
母
讒
言
、
共
象
弟
等
、
謀
欲
殺
舜
。
乃
令
蓋
屋
。
舜
知
其
意
、
遂
持

（
被
）

大
席
上
屋
。
父
放
火
焼
屋
。
舜
以
席
裹
身
跳
下
。

叟
見
不
死
、
復

（
被
）

使
陶
井
、
欲
埋
之
。
時
隣
家
知
其
意
、
語
舜
曰
、
父
母
当
令
君
陶
井
必
有
悪
心
。
何
不
避
之
。
舜
曰
、
我
只
可
順
父
母
而
死
為

孝
。
不
可
逆
父
母
而
走
為
不
孝
。
親
友
閔
之
、
与
舜
銭
五
百
、
使
為
方
便
。
預
作
計
、
向
東
家
井
中
、
穿
作
穴
相
透
。
明
日
果
令
陶
井
。
舜
腰

著
銭
五
百
、
入
井
中
。
父
母
挽
鑵
上
看
、
舜（

な

し

）乃
見
銀
銭
一
文
。
歓
喜
未
有
塡
意
。
井
深
闇
黒
、
視
不
見
底
。
舜
乃
於
東
家
井
傍
、
穿
成
孔
。
相

通
訖
、
報
父
母
曰
、
銭
尽
也
。
父
母
及
弟
、
見
鑵
中
無
銭
。
遂
将
石
塡
之
。
其
父
両
目
即
盲
、
母
便
耳
聾
、
弟
遂
口（
啞
）。

後
貧
困
、
又
遭
天
火
、

焼
其
屋
。
舜
已
従
東
家
井
中
出
、
投
諸
歴
山
耕
田
、
歳
収
二
百
石
粟
。
改
名
易
姓
、
入
市
糶
米
。
見
其
母
売
薪
飢
寒
、
常
倍
与
薪
価
。
糴
米
銭

私
安
於
米
袋
中
、
更
与
餅
肉
、
令
担
負
而
帰
。
到
家
開
袋
、
米
中
得
銭
者
数
度
、
皆
如
此
。
瞽
叟
怪
問
之
。
妻
曰
、
市
中
有
一
少
年
。
見
貧
困

毎
為
怜
恤
、
常
倍
与
我
薪
価
。
叟
曰
、
此
非
吾
舜
子
乎
。
妻
曰
、
舜
今
在
百
尺
井
底
、
以
石
塡
之
。
自
非
聖
人
、
豈
能
更
生
。
来
日
将
吾
入
市
。

与
其
人
相
見
。
妻
遂
扶
叟
至
市
、
見
昨
日
少
年
来
。
叟
曰
、
為
吾
喚
至
。
報
謝
其
恩
。
妻
便
喚
得
少
年
至
。
叟
問
曰
、
君
是
何
人
。
相
怜
過
厚
。

孝
（
老
）

弊
不
善
、
両
目
失
明
。
貧
苦
飢
寒
、
無
以
相
報
。
少
年
曰
、
我
是
忠
孝
之
人
。
見
翁
貧
困
、
時
相
愍
念
。
何
必
言
報
。
叟
聞
其
応
声
響
曰
、

非
吾
舜
子
乎
。
音
声
相
似
。
舜
曰
、
是
也
。
於
是
父
子
相
抱
悲
哭
、
哀
声
盈
於
道
路
。
市
人
見
之
、
莫
不
悽
惨
。
舜
将
衣
襟
拭
父
目
、
即
開
朗

明
。
母
亦
能
听
声
、
象
即
便
能
語
。
舜
再
拝
曰
、
為
子
不
孝
、
違
於
曠
野
。
自
今
已
後
、
更
不
如
此
。
父
亦
大
悔
言
、
今
後
不
敢
挙
意
向
吾
聖

子
。
市
朝
人
民
、
見
舜
孝
行
、
莫
不
流
涕
。
因
是
孝
順
声
、
聞
四
海
。

帝
（
帝
尭
）

聞
其
聡
明
、
禅
位
与
之
。
是
為
帝
舜
。
舜
垂
拱
無
為
、
万
邦
帰
化
。

在
位
八
十
二
載
。
生
子
商
均
不
肖
。
又
禅
位
、
与
司
空
伯
禹
。
是
為
夏
後

（
后
）

氏
。
三
王
之
祖
也

 

な
お
本
書
の
本
文
は
、
未
公
刊
だ
が
、
小
川
環
樹
、
木
田
章
義
氏
『
注
解 

千
字
文
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
59
〈
一
九
八
四
〉
年
。
文
庫
版
〈
青

220-

1
、

平
成
9
（
一
九
九
七
）
年
〉
）
に
、
画
期
的
な
口
語
訳
が
収
め
ら
れ
る
。

 

（
佛
教
大
学
名
誉
教
授
）


